
全
国
的
に
寒
い
冬
に

夏
か
ら
東
太
平
洋
の
赤
道
付
近

で
、
平
年
よ
り
も
海
水
の
温
度
が

低
く
な
る
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
今

年
の
冬
は
全
国
的
に
寒
く
な
り
、

北
部
で
は
雪
が
降
る
見
込
み
で

す
。
し
か
し
、
降
雪
量
が
多
く
な

る
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
気

象
庁
が
出
す
予
報
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
庁
に
よ
る
と
、特
に
近
年
、

雪
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
多
く
が
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
雪
か
き
な
ど

除
雪
作
業
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
７
割
が

65
歳
以
上
と
、
高
齢
者
の
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
は
、

安
全
を
確
保
し
、
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

除
雪
事
業
者
の
紹
介
な
ど

市
は
高
齢
化
や
人
手
不
足
な
ど

か
ら
、
住
宅
な
ど
の
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
住
宅
か
ら
公
道
ま
で
の
雪

か
き
に
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者

の
リ
ス
ト
を
作
成
。
リ
ス
ト
は
市

と
自
治
会
連
合
会
、
各
自
治
会
で

共
有
し
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
や

料
金
は
、
依
頼
す
る
際
に
事
業
者

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
宅
周
辺
や
避
難
路
の

積
雪
量
が
50
㌢
㍍
を
超
え
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
母
子
世
帯
な
ど
が

第
三
者
に
依
頼
し
て
除
雪
し
た
場

合
に
、
作
業
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
対
象
は
市
内
在
住
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
、
同
一
の
自

治
会
連
合
会
内
に
子
の
住
居
が
な

い
世
帯
。
補
助
金
額
は
１
回
あ
た

り
の
除
雪
費
用
の
半
額
（
上
限
２

万
円
）
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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雪
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

冬
が
到
来
！

暗
い
時
間
の
道
路
横
断
に
注
意

綾
部
警
察
署
交
通
課
に
よ
る

と
、
過
去
５
年
間
で
歩
行
者
が
被

害
に
遭
っ
た
人
身
事
故
は
46
件
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
道
路
横

断
中
が
34
件
（
約
74
㌫
）
。
時
間

帯
は
、
午
後
４
時
〜
８
時
が
22
件

（
約
48
㌫
）
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
日
が
落
ち
る
の
が
早
く
な

り
、
運
転
手
が
歩
行
者
に
気
付
く

の
が
遅
れ
る
こ
と
が
原
因
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
10
月
上
旬
に
は
、

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が

集
中
し
て
発
生
し
ま
し
た
。
事
故

現
場
の
多
く
は
、
自
宅
や
職
場
の

す
ぐ
近
く
。
慣
れ
た
道
だ
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
油
断
が
、事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
安
全
確
認
を

　自
動
車
事
故
の
予
防
策
は
▽
交

差
点
手
前
の
安
全
確
認
の
徹
底
▽

午
後
４
時
以
降
の
ラ
イ
ト
点
灯
▽

ラ
イ
ト
は
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
使
用

（
対
向
車
や
先
行
車
が
あ
る
時
を

除
く
）
▽
思
い
や
り
と
ゆ
と
り
の

心
を
持
つ
▽
制
限
速
度
の
厳
守
▽

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し

な
い―

こ
れ
ら
を
慣
れ
た
道
で
も

徹
底
す
る
こ
と
。
自
転
車
で
は
▽

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
▽
並
ん

で
走
ら
な
い
▽
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
走
ら
な
い―

な

ど
で
す
。

　ま
た
、
歩
行
者
が
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
▽
ラ
イ
ト

に
反
射
し
て
光
る
反
射
材
を
着
用

す
る
▽
夕
方
以
降
に
出
歩
く
と
き

は
、
懐
中
電
灯
を
持
つ
▽
遠
回
り

に
な
っ
て
も
横
断
歩
道
を
利
用
す

る
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
見

な
が
ら
歩
か
な
い―

な
ど
、
車
に

気
付
か
れ
や
す
く
す
る
工
夫
と
車

に
気
付
き
危
険
を
避
け
る
注
意
が

必
要
で
す
。

　ド
ラ
イ
バ
ー
に
限
ら
ず
、
す
べ

て
の
人
が
交
通
安
全
の
意
識
を
持

ち
、
悲
し
い
事
故
が
起
き
な
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　全
国
的
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本

市
で
も
10
月
以
降
、
事
故
が
増
加
中
。
い
ま
一
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
見
つ
め

直
し
、
事
故
に
よ
る
被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。 　雪

が
降
る
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。
今
後
の
天
気
が
ど
う
変
化
し
て

い
く
か
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
、
雪
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
交
通
安
全
‼

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
！

関係団体27人が12月１日、大島町の府道で交通安全の
街頭啓発を行いました

犯罪被害にも注意を！

綾部警察署長  三浦俊博 さん

降雪により、ビニールハウスが倒壊する恐れがありま
す。補強するなど、早めに雪害対策をしましょう

・作業は２人以上で行う
・建物の周りには雪を残す
・はしごの固定
・命綱とヘルメットの着用
・除雪用具の手入れ・点検

こんな時は注意！事故を未然に防ぎましょう
除雪作業

　除雪作業の慣れや過信が、事故につ
ながる場合があります。安全確認等を
した上で、作業しましょう。

対 策

車の運転

　降雪時や降雪後の路面の凍結、吹雪
などの視界不良に注意してください。

対 策

歩行時

　雪が少ないときでも、積雪や凍結が
原因で転倒事故が多く発生します。滑
りやすい場所を確認しましょう。

対 策
・ブレーキは普段より早めにゆっくり
踏む
・カーブの手前で十分な減速
・視界が悪いときはライトを点灯し、
車間距離を十分にとる

・小さな歩幅で靴の裏全体を路面に付
けて歩く
・転倒時のけがを防ぐために、帽子や
手袋など身に付けるものを工夫する
・歩く先々の屋根に注意する

担当者の声

市民協働課　梅原睦矢
とき や

　市民の皆さんをはじ
め、関係機関やボラン
ティアのご協力があっ
ての表彰で感謝してい
ます。
　しかし、交通事故は
毎年発生しています。
　引き続き、速度を控
えて安全確認を徹底す
るなど交通安全にご協
力をお願いします。

　年末は、交通安全に努めるとともに、犯
罪被害に遭わないようご注意ください。被
害は未然に防がれましたが10月には、金品
をだまし取ろうとする特殊詐欺も発生して
います。「自分は大丈夫」と思っている人
が被害に遭うことも珍しくありません。何
かおかしいと感じたら、１人で判断せず、
家族や警察に相談してください。

２年間、交通事故死者ゼロを達成！
本市が、府交通対策協議会（会長 西脇隆俊・
府知事）から表彰されました。

・除雪事業者リスト
　防災・危機管理課
　☎（42）４２２２

・除雪費の補助
　高齢者支援課
　☎（42）４２５９
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２年間、交通事故死者ゼロを達成！
本市が、府交通対策協議会（会長 西脇隆俊・
府知事）から表彰されました。

・除雪事業者リスト
　防災・危機管理課
　☎（42）４２２２

・除雪費の補助
　高齢者支援課
　☎（42）４２５９

問い合わせ



大
い
な
る
闇

「
大
い
な
る
闇
う
ご
き
だ
す

去
年
今
年
」。
こ
れ
は
年
頭
の

辞
と
し
て
詠
ま
れ
た
俳
句
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
言
う
闇
と
は
一

体
何
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
年
な
ら
ば
、
百
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
か
、
そ
れ
と
も
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
の
混
乱
ぶ
り

か…

。
新
大
統
領
も
〝
ほ
ぼ
〞

確
定
し
た
よ
う
だ
が
、〝
ほ
ぼ
〞

を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
自
体
が
異
常
で
あ
る
。
そ
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ

ば
、
経
済
の
好
調
を
追
い
風
に

ト
ラ
ン
プ
氏
再
選
の
可
能
性
も

あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ

の
災
厄
は
神
の
見
え
ざ
る
手
に

よ
っ
て
放
た
れ
た
救
い
の
毒
矢

で
あ
っ
た
の
か
と
も…

。

こ
の
４
年
間
の
ト
ラ
ン
プ

〝
効
果
〞
で
、
世
界
で
は
一
国

至
上
主
義
や
独
裁
化
が
拡
が

り
、
ま
さ
に
民
主
主
義
の
危
機

が
懸
念
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。

民
主
主
義
を
維
持
す
る
に
は
時

間
と
コ
ス
ト
、
そ
し
て
忍
耐
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
格

差
が
拡
大
し
何
か
と
即
興
的
な

社
会
に
お
い
て
は
、
議
論
す
る

プ
ロ
セ
ス
が
面
倒
に
な
り
、
強

権
的
で
ス
ト
レ
ー
ト
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

く
な
る
も
の
な
の
か
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
一
過
性

に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

一
度
失
わ
れ
た
民
主
主
義
の
復

活
に
は
多
く
の
時
間
と
犠
牲
を

要
す
る
。
時
に
は
大
量
の
血
が

流
れ
る
こ
と
も
歴
史
は
証
し
て

い
る
。
初
の
女
性
副
大
統
領
に

〝
ほ
ぼ
〞
就
任
予
定
の
ハ
リ
ス

氏
は
勝
利
宣
言
で
「
皆
さ
ん
が

民
主
主
義
を
守
っ
た
。
大
志
を

も
っ
て
夢
を
見
よ
う
！
」
と
述

べ
た
。
平
時
な
ら
聞
き
流
す
で

あ
ろ
う
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
言
葉

で
不
安
が
少
し
和
ら
い
だ
の

は
、
果
た
し
て
「
大
い
な
る
闇
」

が
動
き
出
し
た
せ
い
で
あ
ろ
う

か
。
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に
よ
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シ
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の
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し
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で
す
。

聴
覚
に
障
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が
あ
る
人
は
、
相
手

の
口
元
や
表
情
か
ら
も
情
報
を
読

み
取
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
筆
談
▽
大
き
な
身
振
り
▽

指
差
し
▽
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の

着
用―

な
ど
、
少
し
の
工
夫
で
内

容
が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
透
明
パ
ネ
ル
の
設
置
な

ど
で
、
聞
き
と
り
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
市
は
こ
う

し
た
意
思
疎
通
の
難
し
さ
を
解
消

す
る
た
め
、
12
月
15
日
に
卓
上
型

対
話
支
援
装
置
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）

＝
写
真
上
＝
を
14
台
増
設
。
既
に

設
置
し
て
い
る
７
台
と
併
せ
て
活

用
し
、
感
染
症
の
防
止
と
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両
立
に

努
め
ま
す
。

条
例
定
め
施
策
を
展
開

市
内
で
障
害
が
あ
る
人
は
３
０

０
０
人
以
上
で
、約
10
人
に
１
人
。

決
し
て
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

身
近
な
存
在
で
す
。

市
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
誰
も
が
お
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
平
成
30
年
４
月
に

「
綾
部
市
手
話
言
語
の
確
立
及
び

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
。「
誰
も
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
の
な
い
綾

部
」
の
実
現
に
向
け
て
、
啓
発
や

環
境
整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
１
月
に
は
「
知
的
障
害
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
市
民
向
け
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
＝
本
紙
８
面
参
照
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

綾
部
の
財
を〝
ぎ
ゅっ
と
〞凝
縮

作
成
し
た
冊
子
は
７
０
０
０
部

で
、
カ
ラ
ー
Ａ
３
判
２
つ
折
り
で

す
。
市
内
の「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン（
唯

一
）」「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
（
１
位
）」

「
フ
ァ
ー
ス
ト
（
最
初
）」
を
テ
ー

マ
に
、
延
べ
51
件
の
〝
ふ
る
さ
と

の
財
〞
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
冊

子
は
、
市
内
小
・
中
学
校
で
ふ
る

さ
と
教
育
に
活
用
す
る
ほ
か
、
各

地
区
公
民
館
や
観
光
案
内
所
な
ど

市
内
施
設
で
も
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

民
１
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
再
確
認
し
、
綾
部
の
「
Ｐ
Ｒ

隊
長
」
に
な
っ
て
情
報
発
信
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
た
な
情
報
を
追
加

「
あ
や
べ
の
イ
チ
バ
ン
」
は
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
１
番
」
に

着
目
し
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

視
点
で
綾
部
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
で
す
。
市
は
平
成
23
年

度
、寄
せ
ら
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た
情
報
の
中
か
ら
、

厳
選
し
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50
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を
冊
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に
ま
と
め

ま
し
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。
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当
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の
内
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イ
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Ｐ
Ｒ

に
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に
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あ
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ら
な
る
綾
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の
魅
力
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や
情
報
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に
努
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。

新たに発見！

　あやべのイチバン

　府の絶滅寸前種に指定
されているヒメザゼンソ
ウ。市内で生息が確認さ
れているのは、水源の
里・光野だけです。

水源の里・光野の
ヒメザゼンソウ

オンリーワン
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降毎年、刑法犯罪認知件
数が最も少ないのが綾部
警察署。また、令和元年
は管内の交通事故死者０
人を達成しました。

安全・安心のまち
ナンバーワン

　お店のご厚意で消防団員に
特典を付与する「消防団応援
の店」制度。平成29年に府
内で初めて創設し、地域全体
で消防団を応援しています。

消防団応援の店
ファースト

あやべの
冊子が完成
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と
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の響きを強め、雑音を省き、スピーカーで聞
き手の方向にのみ音を出します

啓発冊子には、条例の理念やさまざまな障害の特性・対応
方法などを掲載。市役所で配布しています

　市はこのほど「１番」をキーワードにした綾部の魅力や
特長を冊子にまとめました。皆さんの「ふるさと自慢」に
してもらうとともに、本市の「財」として市内外への情報
発信に役立てます。
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を
お

願
い
し
ま
す
。

新
た
な
情
報
を
追
加

「
あ
や
べ
の
イ
チ
バ
ン
」
は
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
１
番
」
に

着
目
し
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

視
点
で
綾
部
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
で
す
。
市
は
平
成
23
年

度
、寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
中
か
ら
、

厳
選
し
た
50
件
を
冊
子
に
ま
と
め

ま
し
た
。

今
回
は
、
当
時
の
内
容
を
再
度

検
証
す
る
と
と
も
に
、新
た
な「
イ

チ
バ
ン
」
を
発
掘
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
す
る
た
め
に
情
報
を
広
く

募
集
。
市
内
外
か
ら
延
べ
94
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
市
は
今
後
も
、
さ
ら
な
る
綾

部
の
魅
力
発
掘
や
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

新たに発見！

　あやべのイチバン

　府の絶滅寸前種に指定
されているヒメザゼンソ
ウ。市内で生息が確認さ
れているのは、水源の
里・光野だけです。

水源の里・光野の
ヒメザゼンソウ

オンリーワン

　府内で、平成22年以
降毎年、刑法犯罪認知件
数が最も少ないのが綾部
警察署。また、令和元年
は管内の交通事故死者０
人を達成しました。

安全・安心のまち
ナンバーワン

　お店のご厚意で消防団員に
特典を付与する「消防団応援
の店」制度。平成29年に府
内で初めて創設し、地域全体
で消防団を応援しています。

消防団応援の店
ファースト

あやべの
冊子が完成

イチバン
市民全員の誇りに！誰

も
が
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
に

誰
も
が
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
に

誰
も
が
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
に

コ
ロ
ナ
禍
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
を
考
え
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
新
し
い
生
活

様
式
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
常
生
活
で

不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
が
住
み
よ

い
綾
部
に
す
る
た
め
に
、
１
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

特に高齢者が聞き取りにくいとされる高音域
の響きを強め、雑音を省き、スピーカーで聞
き手の方向にのみ音を出します

啓発冊子には、条例の理念やさまざまな障害の特性・対応
方法などを掲載。市役所で配布しています

　市はこのほど「１番」をキーワードにした綾部の魅力や
特長を冊子にまとめました。皆さんの「ふるさと自慢」に
してもらうとともに、本市の「財」として市内外への情報
発信に役立てます。

今回新たに15件の情報を追加
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ロボット製作や
プログラミングを体験
　府や市などは11月14日、青野町の北部産
業創造センターで「サイエンスキャンプin
あやべ」を開催しました。ロボット技術な
どものづくりに触れる機会に、小学５・６
年生と中学生の20人が参加。プログラミン
グの基本的な考え方の講座やロボット製作
体験などを行いました。また、府立工業高
等学校の３年生６人が、声や指で反応する
機械の作り方を指導。参加者は、簡単な電
気回路のはんだ付けなどを体験しました。

来春、上林に大型迷路誕生
　睦寄町のあやべ温泉は11月、あやべ山の家の旧テ
ニスコートで大型迷路の組み立て作業を実施しまし
た。作業には市内外から延べ91人のボランティアが
参加。災害時の避難所で使う木製の間仕切り板を組み
合わせ、釘などは使わず組み立てました。迷路の広さ
は1,290㎡で、迷路内には登ったりくぐったりするア
スレチックや隠し扉など、さまざまな仕掛けを用意。
令和３年４月のオープンを目指し、整備を進めます。

インフルエンザに備え体制整備

　市や市小学校体育連盟などは11月
29日、上杉町の総合運動公園を発着点
に、毎年恒例の「第36回綾部市民駅伝
競走大会・第30回綾部小学生駅伝競走
大会」を開催。本年は88チーム432人
が参加し、健脚を競いました。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
４
３
２
人
力
走

　市立病院（高升正彦院長）は11月17日、インフ
ルエンザの流行期における診療体制を確保するた
め、発熱外来用のプレハブユニットハウス２棟を設
置しました。複数の発熱外来で、発熱者の状態に合
わせて使用します。また、同院の正面玄関には体温
測定用のサーモグラフィーを設置。複数人を同時に
離れた場所から検温します。

6

年
末
年
始
の
催
し

※１＝家庭用ごみの持ち込みのみ受け付け　※２＝バス待合室は使用可能　※３＝施設の使用は可能

市　　　役　　　所

クリーンセンター

斎　　　　　　　　場

市 民 セ ン タ ー
図　　　書　　　館
天　　　文　　　館
資　　　料　　　館
あ い セ ン タ ー
上林いきいきセンター
保健福祉センター
市　　立　　病　　院
あやべ健康プラザ
観　光　案　内　所
あ や べ 特 産 館
あ　や　べ　温　泉

一部業務は8:30～17:00、日直が受け付け。水道は緊急時に対応

※1
　　 年末特別収集あり
（本紙11月号参照）

葬儀・火葬のみ
　利用予約のみ

13：00～17：00受け付け

　待合室のみ

　

　救急対応のみ
29日は17：00まで

26
土

27
日

28
月

29
火

12月 1月
30
水

31
木

1
金・祝

2
土

3
日

4
月

5
火

6
水

施設名

開

※3

※2 ※2

休
休

休開

開 開 休 開

開 休

休
休
休

休
休

休
休

開 休
開
開
開

開
開
開

開
開

休
開
開

開
開

開
開
開

開
開

開 開
開

開
開休

開

開

休 休

休 開

開

１月１日（金・祝）午前７時～
　上野町の藤山（寺山）山頂でボーイス
カウト綾部第２団らが国旗と市旗、世界
連邦旗を掲揚します。市民憲章の唱和や
「平和の鐘」の打ち初めなども行われます。

　年
末
年
始
の
主
な
催
し
と
各
施
設
の
休
館
・
休
業
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元旦寺山山頂国旗掲揚式
12月28日（月）午前９時～午後３時
　皆さんからのリクエストで送る６時間
の生放送。すてきな音楽をゆっくりお楽
しみください。事前リクエストのほか、
当日の電話リクエストも受け付けます。

ＦＭいかる
いかるオールリクエスト拡大版

１月10日(日)午後１時～
　市は里町の中丹文化会館で、綾部市成
人式を開催します。ご家族も入場できます。
※詳細は本紙お知らせ版参照

第70回綾部市成人式
１月10日（日）午前９時30分～
※パレードは午前10時30分ごろ～
　式典の後、青野町のあやべグンゼスク
エア付近からパレードが出発。由良川花
庭園で儀式放水を行います。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、式典
　の見学はご遠慮ください
※詳細は本紙お知らせ版参照

消防出初式


